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有限要素法を用いて、磁気圏電離圏結合系における結合振動の数値計算を行った。磁気圏中の波動方程式を解
く際の電離層境界条件にはPedersen conductivityのみを用い、Hall conductivityは用いなかった。Hall conductivity
を用いないことの妥当性は、これまで我々が行ってきた、台形磁気圏モデルによる結果から示されるものである。
しかし、地上磁場を求める際にはHall conductivityは不可欠であるので、その際にはHall conductivityを用いて地上
磁場振動を求めた。

Standing Alfven oscillation(磁力線定在振動)に伴う地上磁場は、電離層直上磁場と比較した場合、Σ_ H /Σ_ Pで
比例することが知られている(Σ_P,Σ_H: height integrated Pedersen and Hall conductivity)。しかし、Σ_HがΣ_P
に比べてかなり大きい場合や、resonant field lineの緯度方向の幅が大きい場合には、inductiveな電場の効果が無視
できない可能性があった(c.f. Yoshikawa and Itonaga[1996])。そしてそのような場合には、磁気圏中のU L F波動を
計算する際に、電離層境界条件としてΣ_ Hを組み込むことが不可欠となる。我々はこれまでに台形磁気圏モデル
を用いて、standing Alfven oscillationに伴う地上磁場について計算を行ってきた。その結果によれば、Σ_ H /Σ_ P
の値が約2以下の時は、これまでの研究にあるように、o s c i l l a t i o nに伴う地上磁場と電離層直上磁場の比はΣ_ H /Σ
_ Pに比例することが分かった。この時はi n d u c t i v eな電場の効果を無視することが出来るので、電離層境界条件に
はΣ_Pのみを組み込めば良いことになる。

今回、我々は有限要素法を用いて、磁気圏電離圏結合系における結合振動の数値計算を行った。この計算では
i n d u c t i v eな電場の効果は無視しており、Σ_ H /Σ_ Pの値は小さい時を想定している。この時、結合振動に伴う地
上磁場はstanding Alfven oscillationによるものであると仮定すると、上述したように、電離層境界条件にはΣ_ Pの
みを含めれば良く、そのような条件下で計算を行った。結合振動に伴う地上磁場は電離層Hall currentから生じる
ので、Hall conductivityの値を決めることで、地上磁場を計算することが出来る。発表では以上の計算結果につい
て報告する。


